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（指定管理者記入様式） 

 

指定管理者自己評価結果 歴史とスポーツふれあいセンター 

（①歴史民俗資料館、②ふれあいルーム、③四条体育館、④四条グラウンド） 

 

指定管理者 株式会社アステム 

事業期間 令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日（4年目） 

管理体制 常勤職員 ①：4 名  ②③④：4名 

臨時職員 ①：1 名   

職員の勤務状況 いずれもシフト制により１日２交代 

 

１．施設のサービス水準等 

（１）業務内容 

区分 項目 内容 実施状況（実績値等） 
サービス状況 

（課題・達成度等） 

運
営
業
務 

開館時間 

及び休館日 

・開館時間 

①09：30～19：30 

②③④09：00～21：00 

・休館日 

①②③④毎月第 1・3火

曜日、12/29～翌年 1/3 

条例・協定に基づき適正

に開館した 

条例、協定に基づき適正

に行っているが、緊急事

態宣言、蔓延防止期間中

は通達に基づき開館時間

を変更して実施。 

受付・案内 

適切な受付・案内業務

の実施 

業務に精通した職員を適

正に配置し、接遇研修等

により適正に対応した。 

適正な対応により利用

者・来館者と良好な関係

を築くことができた。 

料金設定 
条例第 22条による 条例・協定に基づく利用

料金で運営を行った。 

条例・協定に基づき適正

に料金を徴収した。 

広報・宣伝 

・チラシ配布等 

・ホームページの維持

管理 

市広報への掲載、事業毎

のチラシ配架、当施設の

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや SNS での情報

発信、YouTube 配信によ

り、市民に事業等の周知

と参加よびかけを行っ

た。 

今期は施設の空き情報等

の発信に力を入れ、稼働

率の向上につなげた。今

後 は 新 た に 始 め た

YouTube 配信の視聴回数

の増加を目指したい。 

施
設
維
持
管
理
業
務 

清掃・保守

点検 

施設維持保全業務等 仕様書に基づき適正に実

施した。但し、休館に伴

い実施の必要がなくなっ

た保全業務については縮

小した。 

 

適正な維持管理により、

問題なく運営できた。 
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修繕 

予算の範囲内で実施す

る 

別添１のとおり 

(修繕一覧) 

緊急性や危険性が高い修

繕を優先し適正に実施し

た。 

施
設
利
用
等
許
可
業
務 

利用者数 

サービスの向上を図

り、利用者の増加に努

める 

別添 2のとおり 

（稼働率） 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に伴

う臨時休館や開館時間短

縮の影響により、利用者

減となった。 

利用料金 

条例第 22条による 別添 3のとおり 

（収支決算書） 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に伴

う臨時休館や開館時間短

縮の影響により、利用料

金が減少した 

利用率 

サービスの向上を図

り、利用者の増加に努

める 

別添 2のとおり 

（稼働率） 

ふれあいルームの稼働率

は上昇したが、体育施設

は若干減少した。 

 

事
業
の
企
画
・
実
施
業
務 

当該年度実

施事業 

協定書（事業仕様書）

に実施を義務付けられ

た事業を実施する 

別添 4のとおり 

(事業一覧表) 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策

を行いながら実施した。 

創意工夫での事業実施

（自主事業） 

別添 4のとおり 

(事業一覧表) 

今年度は施設利用団体や

地域で活動している方を

講師として招聘するな

ど、地域との繋がりを大

切にした事業を多く実施

した。 

自主事業における収支

と剰余金による施設改

修 

該当なし 

 

該当なし 

そ
の
他
業
務 

施設の運営

体制 

本市市民の優先雇用に

努める 

求人にあたって大東市民

の雇用を優先するととも

に、職員には市内居住を

推奨している。 

大東市在住職員は 1名 

基本的人権

の尊重 

人権を尊重した施設運

営を行う 

人権について、十分に配

慮した施設運営を実施し

た。 

 

市主催人権講座や当社主

催障害者研修の受講や職

務を通じた OJT を通じて

人権尊重を徹底してい

る。 

職員研修 

管理運営に必要な研修

業務の実施 

別添 5のとおり 

（研修一覧） 

人権、接遇、専門技能等

に関する研修を実施し、

職員の技能向上を図っ
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た。 

個人情報 

保護 

管理運営に係る個人情

報の取り扱いに関し、

大東市の取扱いに準じ

る 

大東市の個人情報保護条

例等に準じ、個人情報の

保護に努めた 

適正に個人情報保護を行

うことができた。ﾌﾟﾗｲﾊﾞ

ｼｰﾏｰｸの内部監査や研修

も実施し、個人情報保護

の体制を一層強化した。 

情報公開 

管理運営に係る情報の

公開に関し、大東市の

取扱いに準じる 

情報公開請求は０件だっ

た。 

大東市情報公開条例を遵

守し、公開請求があった

場合は速やかに市と連携

して対応する。 

事故等への

対応 

・あらゆる緊急事態、

不測の事態には適切な

措置を講じ、関係機関

への連絡を行う 

・危機管理体制の構築

及び対応マニュアルの

作成、災害時対応訓練

の実施する 

ﾏﾆｭｱﾙに基づき、東部図書

館と合同で防災訓練を実

施した。職員に新型ｺﾛﾅ

感染症発生の疑いが生じ

た場合の対応策を定め

た。 

災害や事故等の有事の対

応が迅速にできるよう、

防災訓練を行った。 

環境問題 

環境に配慮した取組み

を行う 

光熱費の削減や使用する

紙の削減の取り組みに努

めるとともに、リサイク

ルトナー活用や消耗品の

節約を行った。 

猛暑とエネルギー価格の

高騰のため光熱水費は

9.2%増加となったが、消

耗品費は 23％減となっ

た。 

 

（２）利用者満足度 

利用者アンケートの項目・実施結果および市民からの意見・要望等 

   別紙のとおり 
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２．総合評価 

①業務内容（運営業務、施設維持管理業務、施設利用等許可業務）について評価 

協定書、仕様書、事業計画に基づく適正な運営を行うとともに、当社のこれまでの管理運営経験を

活かし、本施設の特性を踏まえた施設運営を行いました。また、利用者の視点を忘れず丁寧な説明や

対応など、市民サービス向上を意識した許可業務や利用者に気持ちよく利用していただけるための施

設の維持管理に努めました。 

令和 3 年度も長引く新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の蔓延のために臨時休館や夜間区分の利用停止などで施設

が利用できなくなる期間がありましたが、丁寧にご説明することで利用者のご理解を得ることができ

大きなトラブルなく運営することができました。 

施設維持管理については臨時休館や開館時間の変更に合わせて臨機応変に対応し、警備員や清掃員

の配置や業務内容を都度見直し無駄のない運営を行いました。また感染症対策に十分に配慮した運営

を行い今年度も施設内でのクラスター発生や施設職員の発症はありませんでした。 

施設利用許可業務については、４月～９月と３月において利用停止に伴う返金対応等が発生しまし

たが、問題なく実施できたと考えています。 

施設利用率については、多目的室 1 は前年度比 7%増加の 25%、多目的室 2 は前年度比 3%増の 26％

となり回復したものの、四条体育館は前年度比-2%の 92%、四条グラウンドは前年度比-7%の 47%で若

干減少し、全体的には昨年と同水準となりました。 

利用人数については多目的室１が前年度比 332 人増の 1,719 人、多目的室 2 が前年度比 63 人増の

742 人、企画展示室の来場者数が前年度比 563 人増の 3,447 人、歴史民俗資料館の来場者数が前年度

比369人増の3,986人、四条体育館が前年度比2,961人減の9,283人、四条グラウンドが前年度比1,208

人減の 8,715 人となりました。生涯学習施設については利用人数が回復しましたが、体育施設の利用

人数は利用可能な区分数が昨年よりも１割程度少なかったことや利用団体の構成員数が少なくなっ

ていることから減少いたしました。感染防止の対策と施設利用者確保の両立は引き続き大きな課題と

なっています。 

 

②業務内容（自主事業、その他業務）について評価 

歴史民俗資料館は新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の影響により今年度も事業計画を縮小せざるを得なくなりま

したが、感染症対策を行った上で展示、展示関連事業、市民学芸員活動、堂山古墳広場を広める事業、

小学校との連携活動、各種の講師派遣等を行うとともに、新しい試みとして YouTube での動画配信を

行いました。春季展「慈眼寺の歴史と寺を彩る自然」（4 月 17 日～24 日）は新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の蔓

延防止等重点措置のため当初開催を予定していた期間から短縮しての開催となりましたが、夏季企画

展「むかしのお仕事 in大東～大東の産業史」（7月 17 日～9月 25 日）、秋季展「御供田地区の今昔」

(10 月 30 日～12 月 19 日)、冬季展「ちょっとむかしのくらし－むかしに学ぶエコ生活－」（1/15～3/6）

は予定通り開催いたしました。また秋季展の期間中にミニ展示「大東の歴史と防災-１０年間ふるさ

となみえ博物館-」(11 月 22 日～12 月 5 日)も併せて行いました。市民学芸員活動については今年度

も参加人数を制限して活動を行い、飯盛山の模型を製作する「作り隊」、木綿畑の手入れと収穫を行

う「大東木綿隊」、だんじり関係古文書の翻刻を行う「古文書探し隊」の三つの取り組みを進めまし
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た。また昨年は開催できなかった学芸員体験講座を開催し年間通して講座を行いました。小学校との

連携事業として、住道北小学校、四条小学校、南郷小学校、灰塚小学校への出張授業を行いました。

他にも実施予定の学校がありましたが新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症蔓延の影響により中止になるなど 4 校にと

どまりました。その他講師派遣事業としては「野活こめづくり」「公民館古文書サークル」「京都橘大

学・公共施設論」を行い、市内外の活動に学芸員を派遣し講座や体験事業などを行いました。今年度

から開始したYouTubeでの配信は、展示の紹介や講座の様子など合計9本の動画を公開いたしました。

今後は動画の一層の充実と視聴回数増加を目指します。 

体育施設においては体験事業 3種類と個人参加事業 5種類の計 8種類の自主事業を実施し 1,080名

の参加がありました。新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症に伴う度重なる緊急事態宣言や蔓延防止重点措置、感染力

の高いオミクロン株の流行等のためにｽﾎﾟｰﾂ事業の開催そのものが難しくまた参加者が集まりにくい

状態となりました。計画を進めていたオリパラ関連事業やプロ招聘事業は中止せざるを得なくなりま

したが、施設利用団体の協力を得ながらｽﾎﾟｰﾂ体験教室を開催したり、個人参加型ｽﾎﾟｰﾂ事業に地域の

方にボランティア参加してもらうなど地域と密着した事業運営に努め、市民の運動機会の確保に貢献

できたと考えています。令和 4年度も引き続き地域と密着した運営で市民の運動機会の確保に努めま

す。 

生涯学習施設事業では、東部図書館や公民館との協力事業も含めて２２事業を実施しました。定期

的に開催したミニチュア粘土教室をはじめとした親子で参加できる工作事業は大変好評でした。今後

も新しい体験プログラムを加えながら積極的に開催していきます。地域包括支援センターの協力を得

て開催した認知症サポーター養成講座や消防署の協力を得て開催した救急救命講習などの生活に密

着した講座も多くの参加がありました。今後も市内の様々な機関・団体との連携を図りながら市民生

活に有意義な事業を展開していきます。 

 

利用者満足度について評価 

施設を利用いただく皆さまにご協力いただいたアンケートでは、満足・やや満足・ふつうを合わせて

85%となり今年度も高い満足度を維持いたしました。不満が０になることを目指して一層の努力を行

います。またアンケートの自由意見の中で、「体育館の床がすべる」という意見が多数あったので、

ワックスがけの回数を変更するなど改善策を検討します。 

 

収支状況について評価 

収入については、緊急事態宣言や蔓延防止重点措置の発令にともなって令和 3 年 4 月～9 月にかけ

て臨時休館や開館時間の短縮があったため利用料金収入が減少しました。また施設の利用者が減った

影響で自動販売機の手数料、駐車場利用料金も減少しました。 

支出については、臨時休館や施設の開館時間の短縮に合わせた清掃員と警備員の配置時間の変更、

消耗品の見直し、休館期間中の雇用調整助成金の活用による人件費の削減など、支出をできる限り減

らす努力を行いました。 

収支については、施設利用停止で利用料金を返金した使用料金の補填がいただけたことと、支出の

抑制によって収入が減少した分を補えたため、収支の均衡を維持することができました。 



別添１
大東市立歴史とスポーツふれあいセンター

指定管理者　株式会社アステム

番号 日付 場所 内容

1 4月23日 体育館 誘導灯バッテリー交換

2 6月22日 ふれあいルーム 机キャスター交換

3 7月15日 事務所 ラミネーターの取り換え修繕

4 8月16日 歴史民俗資料館 冷蔵庫の取り換え修繕

5 8月19日 体育館トイレ 洋式トイレのつまりの解消

6 8月26日 体育館 卓球台の脚部の修繕

7 8月26日 図書館内トイレ 洗面台の補修

8 10月15日 駐車場 駐車場出口精算機　表示液晶 交換修繕

9 10月15日 駐車場 駐車場出口精算機　レシートﾌﾟﾘﾝﾀ 交換修繕

10 11月27日 ボランティアルーム 輪転機の修繕

11 12月8日 体育館 誘導灯バッテリー交換

12 1月22日 体育館 スポーツ高度計の買い替え修繕

13 3月5日 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾚｰｷ（トンボ）２本の取替修繕

14 3月5日 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ吸水スポンジの取替修繕

15 3月17日 歴史民俗資料館 事務用カラーレーザープリンターの取替修繕

16 3月29日 事務所 無線機バッテリーの取替修繕

17 3月30日 事務所 予約システム用モノクロレーザープリンターの取替修繕

令和3年度　施設修繕一覧表



別添2

使用可能
区分数

使用
可能
区分数

使用
可能
区分数

使用
可能
区分数

専用・個
人

専用 個人 専用 個人 専用 個人
専用・
個人

専用 個人 専用 個人 専用 個人
専用・
個人

専用 個人 専用 個人 専用 個人
専用・
個人

専用 個人 専用 個人 専用 個人

４月 72 70 0 98% 0% 714 0 25 25 0 100% 0% 274 0 102 57 0 56% 0% 685 0 31 30 0 97% 0% 446 0 27 21 78% 280 8 7 88% 132

５月 0 0 0 0% 0% 0 0 0 0 0 0% 0% 0 0 0 0 0 0% 0% 0 0 0 0 0 0% 0% 0 0 0 0 0% 0 0 0 0% 0

６月 29 26 0 90% 0% 354 0 6 6 0 100% 0% 148 0 50 21 0 42% 0% 219 0 10 10 0 100% 0% 98 0 10 10 100% 151 2 2 100% 38

７月 84 78 0 93% 0% 837 0 33 32 0 97% 0% 410 0 103 57 0 56% 0% 884 0 48 47 0 98% 0% 737 0 20 15 75% 237 9 8 89% 124

８月 82 68 0 83% 0% 761 0 30 28 0 94% 0% 363 0 100 37 0 37% 0% 451 0 33 33 0 100% 0% 422 0 19 6 32% 79 5 5 100% 59

９月 79 68 0 87% 0% 810 0 30 29 0 97% 0% 448 0 97 45 0 47% 0% 822 0 40 37 0 93% 0% 748 0 20 11 55% 181 8 8 100% 121

10月 102 92 0 91% 0% 1,035 0 32 32 0 100% 0% 322 0 158 86 0 55% 0% 1,347 0 54 50 0 93% 0% 1,061 0 56 43 77% 606 20 16 80% 307

11月 108 103 0 96% 0% 1,410 0 40 39 0 98% 0% 656 0 138 71 0 52% 0% 903 0 60 52 0 87% 0% 723 0 46 24 53% 326 20 14 70% 204

12月 100 92 0 92% 0% 1,018 0 32 32 0 100% 0% 362 0 146 63 0 44% 0% 744 0 46 43 0 94% 0% 561 0 48 18 38% 253 14 11 79% 91

1月 101 98 0 98% 0% 900 0 36 36 0 100% 0% 322 0 133 63 0 48% 0% 562 0 50 42 0 84% 0% 391 0 44 19 44% 210 16 10 63% 67

2月 100 87 0 87% 0% 852 0 40 40 0 100% 0% 427 0 144 50 0 35% 0% 573 0 50 33 0 66% 0% 402 0 46 7 16% 98 16 0 0% 0

3月 58 54 0 94% 0% 592 0 16 16 0 100% 0% 174 0 66 26 0 40% 0% 317 0 19 13 0 69% 0% 186 0 23 9 40% 105 7 1 15% 12

合計 915 836 0 92% 0% 9,283 0 320 315 0 99% 0% 3,906 0 1,237 576 0 47% 0% 7,507 0 441 390 0 89% 0% 5,775 0 359 183 51% 2,526 125 82 66% 1,155

前年度
合計

1,038 970 1 94% 1% 12,244 3 361 359 0 100% 0% 4,556 0 1,363 723 1 54% 1% 8,715 2 463 414 0 90% 0% 5,780 0 519 303 59% 3,722 198 136 73% 1,562

増減 -123 -134 -1 -2% -1% -2,961 -3 -41 -44 0 -1% 0% -650 0 -126 -147 -1 -7% -1% -1,208 -2 -22 -24 0 -1% 0% -5 0 -160 -120 -8% -1,196 -73 -54 -7% -407

備考　使用可能区分数は、教育委員会主催事業を除き、一般市民に開放する日数に４区分を乗じた数とする。

令和3年度　四条体育館・四条グラウンド利用状況表

　月

四条体育館 四条グラウンド

体　育　館 うち土曜・日曜・祝日 グラウンド うち土曜・日曜・祝日 ナイター うち土曜・日曜・祝日

使用区分数 使用率 利用者数 使用区分数 使用率 利用者数
使用
率

利用者
数

使用区分数 使用率 利用者数 使用区分数 使用率 利用者数 使用
可能
区分数

使用
区
分数

使用率
利用者
数

使用
可能
区分数

使用
区
分数

前 年 度 合 計

増 減

20,964

-4,174

利 用 者 総 数
16,790



令和３年度　大東市立歴史民俗資料館及びふれあいルーム利用状況 別添２

大人 子ども 計 大人 子ども 計
使用
可能
区分数

使用
区分数

使用率
使用者
数

使用
可能
区分数

使用
区分数

使用率
使用者
数

使用
可能
区分数

使用
区分数

使用率
使用者
数

4月 22 173 34 207 0 0 0 12 219 54 14 26% 98 56 22 40% 163 54 12 23% 57 318

5月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0％ 0 0 0 0％ 0 0 0 0％ 0 0

6月 10 55 16 71 24 0 24 23 118 20 0 0％ 0 20 9 45% 74 20 2 10% 11 85

7月 29 247 93 340 0 0 0 110 450 77 0 0％ 212 77 28 37% 197 77 13 17% 38 447

8月 29 206 82 288 0 0 0 84 372 87 87 100% 288 87 34 40% 228 86 20 24% 74 590

9月 28 337 35 372 0 0 0 87 459 72 72 100% 342 83 28 34% 164 83 24 29% 90 596

10月 29 363 33 396 71 0 71 176 643 87 54 63% 359 87 27 32% 181 87 26 30% 83 623

11月 28 515 46 561 99 0 99 163 823 84 84 100% 660 84 25 30% 158 84 19 23% 144 962

12月 26 663 47 710 20 0 20 150 880 78 54 70% 559 78 22 29% 164 78 17 22% 53 776

1月 26 372 49 421 6 101 107 177 705 78 48 62% 364 78 21 27% 130 78 27 35% 80 574

2月 26 243 45 288 17 185 202 191 681 78 78 100% 490 78 23 30% 122 78 23 30% 56 668

3月 29 288 44 332 0 0 0 64 396 87 15 18% 75 87 20 23% 138 87 21 25% 56 269

合計 282 3,462 524 3,986 237 286 523 1,237 5,746 802 506 64% 3,447 815 259 32% 1,719 812 204 26% 742 5,908

前年度
合計

290 3,177 440 3,617 153 241 394 1,027 5,038 863 447 52% 2,884 849 205 25% 1,397 849 194 23% 679 4,960

増減 -8 285 84 369 84 45 129 210 708 -61 59 12% 563 -34 54 7% 322 -37 10 3% 63 948

前年度歴史民俗資料館及びふれあいルーム
利 用 者 計

備考：事業参加者の数は、イベント参加者及び市民学芸員の活動者数。
　　　企画展示室の使用者数は、歴史民俗資料館の催しが一体的に行われている場合は重複してカウントしている。

増 減

(+16.6%)

1,656

来館者
合計

11,654

9,998

月

開館
日数

歴史民俗資料館 ふれあいルーム

事業
参加者

来館者
合計

多目的室１企画展示室一般来館者 団体 多目的室２

歴 史 民 俗 資 料 館 及 び ふ れ あ い ル ー ム
利 用 者 計



別添3

金　　額 備　　考

60,907

729
令和3年　4月～9月分
令和4年　3月分

2,011

2,180

0

547

375

3

66,751

内　　容 金　　額 備　　考

（3人） 15,391

（3人） 13,875

（3人） 6,798

3

36,068

657

4

電気料金、ガス代、水道料金

（含む下水道使用料）

施設修繕、物品修理　等 604

7,610

5,317

2,025

通信運搬費（電話・ＦＡＸ、
インターネット接続料等） 384

保険料、協会費、目的外
使用料等

2,980

25,161

歴史民俗資料館 4,356

スポーツ 473

生涯学習 265

5,094

66,322

429

支出合計　B

　　　　　収支　Ａ―Ｂ

通信費

その他

小　　　計

事
業
費

事業費

小　　　計

物
　
件
　
費

消耗品費

印刷製本費

光熱水費

保守点検費

5,582

修繕費

清掃費

警備費

収入合計　A

 【支出】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                     　（単位：千円）

区　　分

人
　
件
　
費

総合館長・館長

チーフ

その他職員

研修費

小　　　計

利用料

施設利用料金

駐車場の利用料

コピー利用料

その他

事業

自動販売機

その他

収支決算書（令和3年度）

    【収入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

区　　分 内　　容

市からの指定管理料
委託料

補填料



別添4

№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

1
市民学芸員活動
大東木綿隊

4月4日
（日）

2020年度に収穫したワ
タの実について、収穫
日や重さ・数を記録す
る作業を行った。

― ― 4/-/-

2
市民学芸員活動
古文書探し隊

4月16日
（金）

2018年度より継続し
て、龍間・経寺地区旧
蔵のだんじり関係古文
書の翻刻作業を行っ
た。

― ― 8/-/-

3
講師派遣事業
野活米作り

4月25日
（日）

今年度の米作り体験の
第一回目。年間を通し
た予定の連絡と、育苗
箱に種もみを撒く作業
を行った。

歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬
歴史民俗資料
館学芸員
鮫島　早葵

― 0/-/-

4
春季展
慈眼寺の歴史と寺を彩
る自然

4月17日(土)
～24(土)

野崎参りの時期にあわ
せて、慈眼寺より借用
した資料の展示を行っ
た。今年度は慈眼寺所
蔵の涅槃図タペスト
リーと、そこに描かれ
た動植物の標本を近隣
の自然史系博物館から
借用して展示した。

― ― 98/-/-
期間内入館者
数

5 おうちミュージアム
4月1日
（月）～30
日（金）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
ホームページ
上にて配信

6
講師派遣事業
野活米作り（代掻き）

5月23日
（日）

苗の植床作りを行う。
踏車で池の水を水田に
組み上げ、鍬や馬鍬で
植床を返し、最後にえ
ぶりでならした。

歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬
歴史民俗資料
館学芸員
鮫島　早葵

― 0/-/-

7 おうちミュージアム
5月1日
（土）～31
日（月）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
ホームページ
上にて配信

歴史民俗資料館　事業報告書
　　　　　　　　　　　　　　　指定管理者　株式会社アステム

歴史民俗資料館主催　「講演・講座・展示」

1



別添4

№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

8
講師派遣事業
野活米作り

6月6日
（日）

田植え作業を行った。
田植え縄を複数用意
し、規定の間隔をあけ
て苗を植えた。上の田
にはうるち米を、下の
田にはもち米を植え
た。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣
歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬

― 0/-/-

9
オンライン配信
ワタの発芽2021

6月13日
（日）

歴史民俗資料館で育て
ているワタが発芽した
様子を動画撮影し、
Youtubeにて動画配信し
た。

― ― 0/-/-
オンライン配
信

10
オンライン配信
綿繰り機(わたくりき)
の使い方

6月13日
（日）

ワタの実から種と繊維
を分離する昔ながらの
道具の使い方を撮影
し、Youtubeにて動画配
信した。

― ― 0/-/-
オンライン配
信

11
オンライン配信
休館中の学芸員のお仕
事

6月17日
（木）

新型コロナウイルスの
影響により、臨時休館
中の民俗担当学芸員の
仕事内容について知っ
てもらうための動画を
作成し、Youtubeにて動
画配信した。

― ― 0/-/-
オンライン配
信

12
オンライン配信
れきみんの木綿作りの1
年

6月18日
（金）

令和元年度夏季企画展
のために作成したパネ
ルを活用し、ワタ栽培
の1年間の様子を紹介す
る動画を作成し、
Youtubeで動画配信し
た。

― ― 0/-/-
オンライン配
信

13
講師派遣事業
野活米作り

6月20日
（日）

草取り作業を行う。除
草機を実際に使って草
を取った。除草機の入
らない箇所は、手で取
り除いた。

歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬

― 0/-/-

14

オンライン配信
令和3年度春季展「慈眼
寺の歴史と寺を彩る自
然」展示紹介

6月20日
（日）

春季展「慈眼寺の歴史
と寺を彩る自然」の展
示で使用した剥製資料
と、慈眼寺所有の涅槃
図に描かれた動物の画
像をYoutubeにて動画配
信した。

― ― 0/-/-
オンライン配
信

15
市民学芸員活動
作り隊

6月22日
（火）

昨年度に引き続き、飯
盛山地形模型作成を行
う。新型コロナウイル
ス感染対策として長期
間作業が中断していた
ため、まずは表面の整
形作業を行った。

― ― 9/-/-

16
学芸員体験講座
（第1回　ガイダンス・
大東の歴史）

6月26日
（土）

学芸員体験講座の初回
として、大東の歴史に
ついて講義を行った。
また、ガイダンスとし
て自己紹介や館内案内
も行った。

― ― 14/15/10

2



別添4

№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

17 おうちミュージアム
6月1日
（火）～30
日（水）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
ホームページ
上にて配信

18
オンライン配信
学芸員体験講座2021始
まりました

7月2日
（金）

学芸員体験講座第1回目
の様子を撮影し、
Youtubeにて動画配信し
た。

― ― 0/-/-
オンライン配
信

19
講師派遣事業
大阪国際大学博物館実
習事前実習

7月4日
（日）

大阪国際大学からの依
頼を受けて実施。博物
館実習の事前学習とし
て、資料の取り扱い方
や資料の梱包材につい
て実習。館蔵の文献資
料、民俗資料などを活
用して実施した。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣
歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬
歴史民俗資料
館学芸員
鮫島　早葵

― 16/-/-

20
市民学芸員活動
大東木綿隊

7月4日
（日）

歴史民俗資料館で育て
ている木綿畑の手入れ
や、収穫を行った。ま
た１年間を通じたワタ
の木１本１本の収穫数
について、記録作業を
行った。

― ― 3/-/-

21
市民学芸員活動
古文書探し隊

7月9日
（金）

2018年度より継続し
て、龍間・経寺地区旧
蔵のだんじり関係古文
書の翻刻作業を行っ
た。

― ― 6/-/-

22
講師派遣事業
野活米作り

7月11日
（日）

草取り作業2回目。前回
のように除草機を使用
した草取り作業と、柔
らかい水草は手掴みで
除去作業を行った。炎
天下での作業となるた
め午前中で草取り作業
は終え、午後はわら細
工の講習を行い、わら
帚作りなどに挑戦し
た。

歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬

― 54/-/-

23
市民学芸員活動
作り隊

7月13日
（火）

昨年度に引き続き、飯
盛山地形模型作成を
行った。

― ― 10/-/-

24

オンライン配信
お米が出来るまで～苗
床つくりから食卓にな
らぶまで～

7月18日
（日）

夏季企画展「むかしの
おしごとin大東～大東
の産業史～」で展示し
た動画を、Youtubeにて
動画配信した。

― ― 0/-/-
オンライン配
信

3



別添4

№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

25
学芸員体験講座
（第2回　民俗資料の見
方・調べ方）

7月24日
（土）

民俗資料の種類や調査
方法について講義を
行った。グループごと
に実物資料をに観察し
た後、資料の比較を行
い、そこから得た情報
について発表し合っ
た。

― ― 13/-/-

26

三好長慶生誕五〇〇周
年記念プレイベント
飯盛城跡調査報告会
「クローズアップ飯盛
城2021」

7月25日
（日）

大東市と四條畷市が
行ってきた飯盛城跡の
総合調査の報告会。
今回は「築城」をテー
マに調査で確認された
築城にかかわる遺構か
ら、巨大山城築城の背
景を探る。

天理大学准教
授
天野　忠幸
四條畷市立歴
史民俗資料館
長
野島　稔
四條畷市教育
委員会
村上　始
大東市
李　聖子

― 121/-/-
生涯学習課と
共催

26
市民学芸員活動
作り隊

7月27日
（火）

昨年度に引き続き、飯
盛山地形模型作成を
行った。

― ― 8/-/-

27 おうちミュージアム
7月1日
（火）～30
日（水）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
ホームページ
上にて配信

28
市民学芸員活動
古文書探し隊

8月13日
（金）

2018年度より継続し
て、龍間・経寺地区旧
蔵のだんじり関係古文
書の翻刻作業を行っ
た。

― ― 4/-/-

29 博物館実習
8月18日
（水）～22
日（日）

大谷大学、大阪国際大
学、近畿大学からの依
頼で、博物館実習を実
施した。1日目はレファ
レンス、2日目は梱包、
3日目は展示の作成方
法、4日目は民具調査に
ついて講義、5日目は展
示キャプションの作成
と実習展の会場設営を
行った。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣
歴史民俗資料
館学芸員
森井　綾乃
歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬
歴史民俗資料
館学芸員
鮫島　早葵
歴史民俗資料
館学芸員
北村　美香

― 55/-/- 延べ人数

4



別添4

№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

30
講師派遣事業
公民館古文書サークル

8月18日
（木）

平成29年8月から「初め
て古文書を読む会」と
してサークル活動を開
始したため、『大東市
史編纂史料集』に掲載
されている古文書を使
い、参加者へ古文書解
読の講義を行った。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣

― 7/-/-

31
市民学芸員活動
作り隊

8月24日
（火）

昨年度に引き続き、飯
盛山地形模型作成を
行った。

― ― 6/-/-

32
学芸員体験講座
（第3回　考古資料の見
方と大東市内の遺跡）

8月28日
（土）

大東市内の遺跡や考古
資料の見方について講
義したあと、実際に収
蔵資料を用いて取扱い
方の実習を行った。

産業・文化部
生涯学習課
李　聖子

― 12/-/-

33 おうちミュージアム
8月1日
（火）～30
日（水）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
ホームページ
上にて配信

34
講師派遣事業
京都橘大学「公共施設
論」

9月2日
（木）

京都橘大学の依頼によ
り実施。
資料館の概要について
講義した後、展示室と
収蔵庫の見学を行っ
た。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣

― 13/-/-

35
市民学芸員活動
大東木綿隊

9月5日
（日）

歴史民俗資料館で育て
ている木綿畑の手入れ
や、収穫を行った。ま
た１年間を通じたワタ
の木１本１本の収穫数
について、記録作業を
行った。

― ― 2/-/-

36
夏季企画展
「むかしのおしごとin
大東～大東の産業史」

7月17日(土)
～9月5日
(日)

収蔵資料から市内の昔
の産業について紹介す
る子供向けの展示を
行った。

― ― 549/-/-
期間内入館者
数

37

学芸員スキルアップ研
修
水損資料レスキュー講
習会

9月6日
（月）

文化財レスキューの準
備や作業について座学
と実技を通して学ぶ講
習会を実施した。

神戸大学地域
連携推進室特
命准教授/歴
史資料ネット
ワーク副代表
松下　正和
奈良県立民俗
博物館
溝辺　裕介
大阪市立自然
史博物館
佐久間　大輔

― 23/23/15
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№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

38
市民学芸員活動
古文書探し隊

9月10日
（金）

2018年度より継続し
て、龍間・経寺地区旧
蔵のだんじり関係古文
書の翻刻作業を行っ
た。

― ― 8/-/-

39

見学会
「平野屋新田300年、新
田開発の遺産を訪ね
る」

9月12日
（日）

展示室で解説を行った
後、実際に平野屋新田
会所跡へ向かい、現地
を見学した。

産業・文化部
生涯学習課
佐々木　拓哉
平野屋新田会
所サポーター
会議５名

― 6/1/20

40 東部図書館研修会
9月14日
（火）

東部図書館からの依頼
により実施。
職員が地域の歴史につ
いて知識を深めるため
に、「大東の歴史と名
所・旧跡」という講題
で市内の歴史について
講義を行った。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣

― 14/-/-

41
市民学芸員活動
作り隊

9月14日
（火）

昨年度に引き続き、飯
盛山地形模型作成を
行った。

― ― 16/-/-

42
学芸員体験講座
（第4回　資料の梱包方
法）

9月25日
（土）

梱包について講義を
行った後、実習として
実際にワタ布団を作成
した。

― ― 13/-/-

43 おうちミュージアム
9月1日
（火）～30
日（水）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
ホームページ
上にて配信

44

見学会
「平野屋新田300年、新
田開発の遺産を訪ね
る」

10月2日
（土）

展示室で解説を行った
後、実際に平野屋新田
会所跡へ向かい、現地
を見学した。

産業・文化部
生涯学習課
佐々木　拓哉
平野屋新田会
所サポーター
会議５名

― 13/7/20

45
市民学芸員活動
大東木綿隊

10月3日
（日）

歴史民俗資料館で育て
ている木綿畑の手入れ
や、収穫を行った。

― ― 1/-/-

46

オンライン配信
令和3年度学芸員スキル
アップ研修「水損資料
レスキュー講習会」①
(講演:松下正和さん
「水損図書資料の救
出・応急処置活動」)

10月6日
（水）

学芸員スキルアップ研
修として実施した「水
損資料レスキュー」に
関する講義の様子を撮
影した動画を、Youtube
にて動画配信した。

― ― 0/-/-
（オンライン
配信）

47

オンライン配信
令和3年度学芸員スキル
アップ研修「水損資料
レスキュー講習会」②
(報告:佐久間大輔さん
「自然史資料標本レス
キューの現在地点」)

10月6日
（水）

学芸員スキルアップ研
修として実施した「水
損資料レスキュー」に
関する講義の様子を撮
影した動画を、Youtube
にて動画配信した。

― ― 0/-/-
（オンライン
配信）
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№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

48
市民学芸員活動
古文書探し隊

10月8日
（金）

2018年度より継続し
て、龍間・経寺地区旧
蔵のだんじり関係古文
書の翻刻作業を行っ
た。

― ― 7/-/-

49
講師派遣事業
野活米作り

10月10日
（日）

鎌を用いて稲刈りを
行った。その後、刈り
取った稲をはさがけし
て乾燥させた。

歴史民俗資料
館学芸員
鮫島　早葵

― 47/-/-

50

シンポジウム
「未来につなぐ新田開
発の遺産2021 ～水がつ
むいだ大東の歴史～」

10月10日
（日）

古代から現代にいたる
まで、水と深く関わっ
てきた大東の歴史を振
り返り、歴史遺産を活
かしたまちづくりにつ
いて考える。

大阪国際大学
教授
笠井　敏光
天理大学准教
授
天野　忠幸
近畿大学教授
網　伸也
産業・文化部
生涯学習課
佐々木　拓哉
平野屋新田会
所市民サポー
ター会議
林田　惠子

― 86/-/-

51
市民学芸員活動
作り隊

10月12日
（火）

飯盛山地形模型に塗布
したシリコーンゴム
に、既にガーゼを2枚重
ねて補強してある。そ
の補強用のガーゼの折
り目を消すように、再
度シリコーンゴムを塗
布した。

― ― 6/-/-

52
企画展
「新田の歴史と遺産 ～
大東の原点を探る～」

9月11日(土)
～10月17日
(日)

2021年が、享保6年
（1721）に平野屋又右
衛門による深野南新田
と河内屋南新田所有300
年の節目にあたること
から、「平野屋300年」
を記念し、新田の歴史
と遺産を紹介する展
示。

― ― 609/-/-
期間内入館者
数

53
講師派遣事業
公民館古文書サークル

9月11日(土)
～10月17日
(日)

平成２９年８月から
「初めて古文書を読む
会」としてサークル活
動を開始したため、
『大東市史編纂史料
集』に掲載されている
古文書を使い、参加者
へ古文書解読の講義を
行った。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣

― 6/-/-

54
学芸員体験講座
（第5回　文献資料の見
方・調べ方）

10月23日
（土）

文献史料の形態、料紙
の部位名称、料紙の用
途・署名・年号の記載
による礼儀、江戸時代
の古文書の種類など古
文書に関する基礎的な
講義を行ったあと、実
際に古文書調査の実習
を行った。

― ― 10/-/-

7
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№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

55 おうちミュージアム
10月1日
（火）～30
日（水）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
ホームページ
上にて配信

56
講師派遣事業
住道北小1年生出張授業

11月4日
（木）

住道北小学校1年生の依
頼を受けて実施。1年生
国語科「たぬきの糸
車」に関連して、綿繰
り機による種取りの体
験と、糸車による糸紡
ぎの実演を行った。

歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬
歴史民俗資料
館学芸員
鮫島　早葵

― 43/-/-

57
市民学芸員活動
大東木綿隊

11月7日
（日）

歴史民俗資料館で育て
ている木綿畑の手入れ
や、収穫を行った。

― ― 2/-/-

58
講師派遣事業
野活米作り

11月7日
（日）

10月10日に収穫した稲
の脱穀作業を行う。足
踏み式脱穀機以外に、
千歯こきやこぎ箸体験
も行った。最後に唐箕
を使って混ざりこんだ
小石や藁クズなどを除
去した。

歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬

― 47/-/-

59

講師派遣事業
秋のふるさと探検隊
野崎観音周辺の自然&歴
史散策

11月7日
（日）

公民館と共催事業。
緑と歴史に恵まれた野
崎観音（慈眼寺）周辺
を散策し、「わがまち
大東」の豊かな自然と
文化の足跡に触れる。

大阪市立自然
史博物館友の
会　副会長
田代　貢
歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣

― 7/-/-

60
講師派遣事業
東部図書館　水損資料
レスキュー講座

11月9日
（火）

9月に当館で行われたス
キルアップ研修「水損
資料レスキュー講座」
を、東部図書館の司書
スタッフ対象に実施。
東部図書館での業務で
直面する、水に濡れて
しまった図書の応急処
置方法として水没した
現代小説本などの処理
作業講座を行った。

歴史民俗資料
館学芸員
北村　美香

― 11/-/-

61
市民学芸員活動
古文書探し隊

11月12日
（金）

2018年度より継続し
て、龍間・経寺地区旧
蔵のだんじり関係古文
書の翻刻作業を行っ
た。

― ― 7/-/-

62
市民学芸員活動
作り隊

11月13日
（土）、23
日（火）、
28日（日）

引き続き飯盛山地形模
型の型取り作業を行
う。模型周辺部分の水
平面をシリコーンゴム
塗布と補強作業を行っ
た。

― ― 20/-/- 3日合計
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63
講師派遣事業
公民館古文書サークル

11月18日
（木）

平成29年8月から「初め
て古文書を読む会」と
してサークル活動を開
始したため、『大東市
史編纂史料集』に掲載
されている古文書を使
い、参加者へ古文書解
読の講義を行った。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣

― 6/-/-

64
学芸員体験講座
（第6回　企画展レク
チャー）

11月27日
（土）

開催中の秋季企画展
「御供田地区の今昔」
の展示解説を行うと共
に、展示企画の作り方
や展示作業の進め方な
ど学芸業務について解
説を行った。

― ― 10/-/-

65

展示関連事業
紙芝居読み聞かせ「奇
跡の請戸小学校避難物
語」

11月28日
（日）

浪江町教育委員会から
借用した紙芝居「奇跡
の請戸小学校避難物
語」の読み聞かせを
行った。

歴史民俗資料
館学芸員
鮫島　早葵

― 10/-/15

66 おうちミュージアム
11月1日
（火）～30
日（水）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
ホームページ
上にて配信

67
堂山古墳群史跡広場普
及促進事業見学会
「堂山古墳群を歩く」

12月4日
（土）

講師より「河内湖と堂
山古墳群」という講題
で古墳群について解説
を頂いた後、現地へ赴
き、講師から古墳群と
その周辺の文化財につ
いて案内をして頂い
た。

大阪国際大学
教授
笠井　敏光

500
円

20/19/15

68
市民学芸員活動
大東木綿隊

12月5日
（日）

歴史民俗資料館で育て
ている木綿畑の手入れ
や、収穫を行った。

― ― 3/-/-

69
講師派遣事業
野活米作り

12月5日
（日）

収穫し脱穀した米の試
食会を行った。民具の
羽釜を使い、薪を使っ
て炊飯した。また、袋
詰めした今年の米を参
加者に配布した。

歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬

― 63/-/-

70

展示関連事業
紙芝居読み聞かせ「奇
跡の請戸小学校避難物
語」

12月5日
（日）

浪江町教育委員会から
借用した紙芝居「奇跡
の請戸小学校避難物
語」の読み聞かせを
行った。

歴史民俗資料
館学芸員
鮫島　早葵

― 9/-/15

71

ミニ展示
「大東の歴史と防災－
10年間ふるさとなみえ
博物館－」

11月22日
(月)～12月5
日(日)

大東水害について古写
真等を用いて展示。ま
た、浪江町教育委員会
から借用した「１０年
間ふるさとなみえ博物
館」の資料を展示。

― ― 0/-/-
（期間内入館
者数:507名）

9
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72
市民学芸員活動
古文書探し隊

12月10日
（金）

2018年度より継続し
て、龍間・経寺地区旧
蔵のだんじり関係古文
書の翻刻作業を行っ
た。

― ― 9/-/-

73
市民学芸員活動
作り隊

12月14日
（火）、26
日（日）

シリコーンゴムの補強
のため、石膏バック
アップを行う。石膏と
の密着が高まるよう、
シリコーンゴム製のダ
ボを取り付けた。離型
剤としてワックスを塗
布し、石膏バックアッ
プのパーテーションラ
インに沿って、油粘土
で分割線を設けた。

― ― 15/-/- 2日合計

74
講師派遣事業
公民館古文書サークル

12月16日
（木）

平成29年8月から「初め
て古文書を読む会」と
してサークル活動を開
始したため、『大東市
史編纂史料集』に掲載
されている古文書を使
い、参加者へ古文書解
読の講義を行った。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣

― 7/-/-

75
展示関連事業
「古文書から読み解く
江戸時代の御供田」

12月18日
（土）

秋季企画展「御供田地
区の今昔」の関連事業
として、展示した西恩
智家文書の内容を市史
編纂委員の岡村先生に
解説をしていただい
た。

大東市史編纂
委員
岡村　喜史

500
円

24/22/15

76
秋季展
「御供田地区の今昔」

10月30日
(土)～12月
19日(日)

御供田地区の歴史につ
いて、調査のため借用
している西恩智家文書
や御供田八幡神社所蔵
の絵馬、古写真などを
展示した。

― ― 1262/-/-
期間内入館者
数

77
展示協力
「サーティde防災展
示」

12月15日
(水)～12月
19日(日)

サーティホールの主催
事業「サーティｄｅ防
災展示」内で大東水害
について紹介するた
め、大東水害に関する
古写真等を貸し出し
た。

― ― 482/-/-
展示協力、入
館者数は延べ
人数

78 おうちミュージアム
12月1日
（水）～31
日（金）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
ホームページ
上にて配信

79
市民学芸員活動
大東木綿隊

1月9日
（日）

歴史民俗資料館で育て
ている木綿畑の手入れ
や、収穫を行った。

― ― 1/-/-

10



別添4

№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

80
市民学芸員活動
作り隊

1月11日
（火）、25
日（日）

石膏単体と、サイザル
麻の繊維を混ぜ込んだ
石膏を使い、シリコー
ンゴム型の補強作業を
行った。石膏作業は、
事前に油粘土で作った
分割線に従って、各
パーツ毎に行った。

― ― 13/-/- 2日合計

81
講師派遣事業
四条小1年生出張授業

1月12日
（水）

四条小学校１年生の依
頼を受けて実施。１年
生国語科「たぬきの糸
車」に関連して、綿繰
り機による種取りの体
験と、糸車による糸紡
ぎの実演を行った。

歴史民俗資料
館学芸員
森井　綾乃
歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬

― 97/-/-

82
市民学芸員活動
古文書探し隊

1月14日
（金）

２０１８年度より継続
して、龍間・経寺地区
旧蔵のだんじり関係古
文書の翻刻作業を行っ
た。

― ― 0/-/-

83
講師派遣事業
公民館古文書サークル

1月20日
（木）

平成２９年８月から
「初めて古文書を読む
会」としてサークル活
動を開始したため、
『大東市史編纂史料
集』に掲載されている
古文書を使い、参加者
へ古文書解読の講義を
行った。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣

― 4/-/-

84
学芸員体験講座
（第7回　展示制作）

1月22日
（土）

講座前半に展示企画の
立て方について座学を
行い、後半は受講生で
ペアを組みお互いの家
の鍵や携帯電話を使
い、聞き取り調査とそ
の情報を活かした展示
に挑戦した。

― ― 9/-/-

85
講師派遣事業
野活米作り

1月23日
（日）

米作り事業としてうる
ち米ともち米の育成を
行っていた関連で餅つ
きを行った。だるまス
トーブで火を起こして
米を蒸し、石臼と杵で
餅をついた。

歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬

― 41/-/-

86

展示関連事業
れきみんエコワーク
ショップ④　古新聞で
凧をつくろう

1月30日
（日）

古新聞と竹ひごを使っ
て、凧を作った。小学
生を対象にしていたの
で、作りやすく飛ばし
やすい構造の凧を選定
した。歴史体験研究室
で製作し、完成後はグ
ラウンドで実際に凧あ
げを行った。

歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬

― 4/1/6

11
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№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

87 おうちミュージアム
1月1日
（水）～31
日（金）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
ホームページ
上にて配信

88
講師派遣事業
南郷小1年生出張授業

2月4日
（金）

南郷小学校１年生の依
頼を受けて実施。１年
生国語科「たぬきの糸
車」に関連して、綿繰
り機による種取りの体
験と、糸車による糸紡
ぎの実演を行った。

歴史民俗資料
館学芸員
森井　綾乃
歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬

― 75/-/-

89
市民学芸員活動
作り隊

2月8日
（火）、22
日（火）

飯盛山地形模型の製作
作業を行った。

― ― 12/-/- 2日合計

90
市民学芸員活動
古文書探し隊

2月11日
（金）

２０１８年度より継続
して、龍間・経寺地区
旧蔵のだんじり関係古
文書の翻刻作業を行っ
た。

― ― 5/-/-

91
講師派遣事業
灰塚小3年生出張授業

2月17日
（木）

灰塚小学校３年生の依
頼を受けて実施。３年
生社会科「むかしのく
らし」に関連して、地
域の古写真やむかしの
道具を紹介した。

歴史民俗資料
館学芸員
森井　綾乃
歴史民俗資料
館学芸員
森田　拓馬

― 82/-/-

92
講師派遣事業
公民館古文書サークル

2月17日
（木）

平成２９年８月から
「初めて古文書を読む
会」としてサークル活
動を開始したため、
『大東市史編纂史料
集』に掲載されている
古文書を使い、参加者
へ古文書解読の講義を
行った。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣

― 7/-/-

93
学芸員体験講座
（第8回　市内文化財見
学）

2月26日
（土）

講師と学芸員による案
内のもと、資料館周辺
の専応寺や慈眼寺、堂
山古墳群などといった
文化財見学を行った。

大阪国際大学
教授
笠井　敏光

― 10/-/-

94 おうちミュージアム
2月1日
（水）～31
日（金）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
（ホームペー
ジ上にて配
信）

12
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№ イベント・講座名 実施日 内容 講師 参加費 受講/申込/定員 備考

95
市民学芸員活動
大東木綿隊

3月6日
（日）、17
日（木）

歴史民俗資料館で育て
ている木綿畑を次年度
に向けて撤収した。

― ― 5/-/- 2日合計

96
市民学芸員活動
作り隊

3月8日
（火）、22
日（火）

飯盛山地形模型の製作
作業を行った。

― ― 13/-/- 2日合計

97
市民学芸員活動
古文書探し隊

3月11日
（金）

南郷小学校１年生の依
頼を受けて実施。１年
生国語科「たぬきの糸
車」に関連して、綿繰
り機による種取りの体

― ― 9/-/-

98
講師派遣事業
公民館古文書サークル

3月17日
（木）

平成２９年８月から
「初めて古文書を読む
会」としてサークル活
動を開始したため、
『大東市史編纂史料
集』に掲載されている
古文書を使い、参加者
へ古文書解読の講義を
行った。

歴史民俗資料
館館長
大畑　博嗣

― 8/-/-

99
3館連携事業
「どでかい“百人一
周”かるたあそび」

3月21日
（月）

総合文化センターや公
民館との連携事業とし
て実施した企画展関連
事業。大きなカルタを
用いて、かるたあそび
を行うイベントを公民
館にて実施した。

― ― 18/-/-

100
学芸員体験講座
（第9回　まとめ）

3月26日
（土）

1年間の振り返りや終了
証の授与を行った。ま
た次年度に向けて、市
民学芸員活動について
各活動の担当学芸員か
ら紹介した。

― ― 11/-/-

101 おうちミュージアム
3月1日
（水）～31
日（金）

北海道博物館が主導す
る「おうちミュージア
ム」に参加する形で、
施設に来ることの出来
ない遠方の利用者向け
に歴史とスポーツふれ
あいセンター公式ホー
ムページ上に特設ペー
ジを立ち上げ、塗り絵
や読み物などといった
おうちで楽しむことが
出来るコンテンツを用
意した。

― ― 0/-/-
（ホームペー
ジ上にて配
信）

13



別添4

　指定管理者　株式会社アステム

<講演・講座・展示など>

No イベント・講座名 実施日 内容 講師等 参加費 受講/申込/定員 備考

1

ふれあいチャレンジ
サッカー体験教室

11月14日(日) 技術指導だけでなく子供たちを「認め
て・褒めて・励まし・勇気づける」こ
とを基本とし、スポーツを通じ子ども
同士で学び合うことを目指した楽しい
サッカー教室を実施しました。施設を
利用している団体に講師を依頼するこ
とで、団体活動の活性化も目指しまし
た。

小橋涼平氏
（リベルタサッカース
クール/JFA公認C級ライ
センス所持者）

無料 10名/10名/30名 主催

2

ふれあいチャレンジ
バドミントン体験教室

11月20日(土) ｽﾎﾟｰﾂへの興味・楽しさ・爽快感を体
験していただくバトミントン教室を実
施しました。施設を利用している団体
に講師を依頼することで、団体活動の
活性化も目指しました

宇治弘樹氏
（パナソニックジュニア
バトミントンクラブ元監
督)

宇治　収氏
(三洋電機バトミントン
チーム元監督)

無料 25名/25名/25名 主催

3

ふれあいチャレンジ
バスケットボール体験教
室

11月21日(日) ｽﾎﾟｰﾂへの興味・楽しさ・爽快感を体
験していただくバトミントン教室を実
施しました。施設を利用している団体
に講師を依頼することで、団体活動の
活性化も目指しました

ダイヤモンドバスケット
ボールスクール（一般社
団法人バスケット推進
会）　大東市出身の中野
健一氏

無料 13名/13名/30名 主催

4

ふれあいバスケットボー
ル個人参加

4月4回7月4回
8月5回9月4回
10月4回11月2回
12月2回1月2回

集まった参加者でバスケットボールの
練習試合を行い、参加者に楽しんでい
ただく。スポーツに興味を持つ市民が
出会い、楽しさや喜びを感じ、豊かな
生活につながることを目的とする。

大東市立歴史とスポーツ
ふれあいセンター
・森西響
・スポーツボランティア

500円 計404人/-/
各回20人x27回

主催

5

ふれあいバスケットボー
ルチーム参加中学生限定
大会

9月23日, バスケットボールを行っている中学生
同士の交流をはかるため、中学生チー
ム限定での大会を実施しました。

大東市立歴史とスポーツ
ふれあいセンター
・森西響

2500円 4チーム30人/
4チーム30人/
4チーム40人/

主催

6

ふれあいサッカー・フッ
トサル個人参加

4月1回6月1回
7月3回8月2回
9月2回10月3回
11月4回12月2回
1月3回

集まった参加者でチームを組み、サッ
カーフットサルの練習試合を行う。青
少年の育成と地域住民の健康増進を目
的とし、施設が地域住民の心と心がふ
れあう場になることをめざす。

大東市立歴史とスポーツ
ふれあいセンター
・森西響
・スポーツボランティア

500円 計332人/-/
各回40人x21回

主催

7

ソサイチ
（８人制サッカー）
個人参加

4月1回7月1回
9月1回10月2回
11月1回12月1回
1月1回

集まった参加者で８人制サッカーの練
習試合を行い、参加者に楽しんでいた
だく。スポーツに興味を持つ市民が出
会い、楽しさや喜びを感じ、豊かな生
活につながることを目的とする。

大東市立歴史とスポーツ
ふれあいセンター
・森西響
・スポーツボランティア

500円 計155人/-/
各回32人x8回

主催

8

グラウンドゴルフ個人参
加

4月2回
10月1回
11月2回
12月1回
1月2回

高齢者を対象にグラウンドゴルフを体
験してもらうイベント。集まった参加
者でグラウンドゴルフを楽しんでもら
い、運動不足解消、健康維持を目的と
する。

大東市立歴史とスポーツ
ふれあいセンター
・町中敏文
・中江彩華

100円 計111人/-/
各回20人x8回

主催

令和3年度　大東市立歴史とスポーツふれあいセンター　体育施設 事業報告

【事業総括】
・新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の拡大防止のため、オリンピック応援企画・パラリンピック応援企画・プロラグビーチームを招聘した事業等の
実施はかないませんでしたが、ひとりでも気軽に参加できる個人参加のイベントは可能な限り開催をはかり、市民の運動機会の確保
に努めました。
・子供たちがスポーツに挑戦する機会の確保を目的として、小学生を対象としたふれあいチャレンジ企画を11月に実施し、好評を得
ました。
・ｽﾎﾟｰﾂ事業ののべ参加人数は1,080名で、昨年の1,956名から大きく減少しました。長引く新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症、特に感染力の強いオ
ミクロン株の流行により、予定していた事業が開催できなかったり、開催した場合でも以前より小規模になっています。
・大規模な事業ができなかった分地域や家族により密着した事業展開を意識して実施し、事業参加者によるコミュニティの構築など
一定の成果を得ました。次年度も引き続き、地域や家族を意識した事業展開を進めます。

 



別添4

　指定管理者　株式会社アステム

<講演・講座・展示など>

No イベント・講座名 実施日 内容 講師等 参加費 受講/申込/定員 備考

1
ミニチュア粘土・手づ
くり教室

4月4日(日）
  11日(日)

粘土で季節にちなんだかわいいミ
ニチュアを作る子供から大人まで
どなたでも楽しめる工作教室。今
回は寿司のミニチュアを作成しま
した。

泉 尚美
（だいとう人材問屋登
録者）

受講料各
500円　材
料費1,000
円

合計37名/37名/各
10名x4回

主催

2
生涯学習チャレンジ
＜習字＞

4月18日(日） 市民が生涯学習に参加する機会の
確保とふれあいセンターを利用し
ている団体の活性化を目的とし
て、ふれあいセンターを利用して
いる各教室の体験会を開催しまし
た。今回は習字の体験会を開催し
ました。

丸釼 慧草
(大東市書道連盟)

無料 7名/9名/15名 主催

3
生涯学習チャレンジ
＜将棋＞

4月18日(日） 市民が生涯学習に参加する機会の
確保とふれあいセンターを利用し
ている団体の活性化を目的とし
て、ふれあいセンターを利用して
いる各教室の体験会を開催しまし
た。今回は将棋の体験会を開催し
ました。

富田祐次
（ふこの将棋倶楽部）

無料 11名/11名/15名 主催

4
生涯学習チャレンジ
＜フラワーアレンジメ
ント＞

4月24日(土） 市民が生涯学習に参加する機会の
確保とふれあいセンターを利用し
ている団体の活性化を目的とし
て、ふれあいセンターを利用して
いる各教室の体験会を開催しまし
た。今回はフラワーアレンジメン
トの体験会を開催しました。

千田秀美
（フラワーサークルハピ
ネス）

材料費
1,000円

7名/7名/15名 主催

5 宝石石けんをつくろう

6月27日(日)
7月23日（金）
8月14日（土）
8月16日（月）
8月27日（金）
9月12日（日）
9月20日（月）

親子で参加できる工作教室を開催し、
宝石のようにキラキラ光る石けんづく
りを行いました。

森西響
（歴史とスポーツふれあ
いセンター 職員）

材料費
500円

49名/49名/50名
※合計

主催

6 リラックス太極拳

7月11日（日） 健康増進に役立つ太極拳の体験講
座を開催しました。

上ノ山　亜紀氏
（だいとう人財問屋登録
者）

500円 12名/12名/15名 主催

7
生涯学習ﾁｬﾚﾝｼﾞ
＜書道＞

7月18日（日） 市民が生涯学習に参加する機会の
確保とふれあいセンターを利用し
ている団体の活性化を目的とし
て、ふれあいセンターを利用して
いる各教室の体験会を開催しまし
た。今回は書道の体験会を開催し
ました。

吉田　佳代
（大東市書法連盟）

無料 7名/7名/10名 主催

8
ミニチュア粘土でパン
ケーキをつくろう！

7月25日（日） 粘土で季節にちなんだかわいいミ
ニチュアを作る子供から大人まで
どなたでも楽しめる工作教室。今
回はパンケーキのミニチュアを作
成しました。

泉 尚美
（だいとう人材問屋登
録者）

受講料各
500円
材料費
1,000円

20名/20名/20名 主催

9
レジンアクセサリーを
つくろう

8月1日(日) 子育て世代を応援することを目的
とした親子で「ものづくり」を体
験する工作教室。土台にレジン液
を流し込みビーズやアクセサリー
小物を散りばめてオリジナルペン
ダントや髪留めを作りました

石原当代
（一般社団法人クラフト
ラボ）

受講料各
500円
材料費
1,000円

20名/20名/20名 主催

令和３年度　大東市立歴史とスポーツふれあいセンター　生涯学習施設  事業報告

【 事業総括 】
・令和３年度は、新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置のため一部事業を中止しましたが、概ね当初予定通りの事
業を実施できました。
・ふれあいセンターを利用している団体のアピールを目的とした生涯学習チャレンジ事業は多くの参加者があり好評でした。今後も利用団体の活
動成果が発揮できる事業の展開を積極的に実施していきます。
・親子で楽しめる工作教室を数多く実施しましたが、どの事業も好評でした。
・地域の防災拠点という性質も踏まえ、幼児究明講習や防災講習といった生活の安全に重点をおいた事業にも取り組みました。
・東部図書館や中央公民館との協力事業は非常に多くの参加者がありました。今後も一層連携を深めていきたいと考えています。

1
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10
ハロウィンキャンディ
レイをつくろう

10月17日(日) 子育て世代を応援することを目的
とした親子で「ものづくり」を体
験する工作教室。ハロウインに相
応しくお菓子のキャンディレイを
作成しました。

石原当代
（一般社団法人クラフト
ラボ）

受講料各
500円
材料費
1,000円

16名/16名/20名 主催

11 乳幼児救命救急講習

11月20日(土) 乳幼児にはどんな事故が多いかな
どを座学した後に心臓マッサー
ジ、ＡＥＤ、異物を飲み込んだ際
の処置の仕方の実技を行いまし
た。

加藤　久夫
（大東四條畷消防本部
警防課）

無料 9名/9名/10名 主催

12 防災講座

11月23日(祝/
火)

家具の配置など家の中で気を付け
る事や防災グッズの紹介などの座
学と新聞紙を使った器やスリッパ
作りやお菓子にお湯を入れて作る
防災食の実食などコンパクトに防
災の知識を学んだ。

大東市社会福祉協議会ス
タッフ

無料 2名/2名/10名 主催

13
クリスマスレジンをつ
くろう

12月5日(日) 子供達にものづくりをとおして、
その楽しさを知ってもらい、興
味・感心を高めてもらうことを目
的に工作教室を開催し、レジン
（樹脂）液を固めてクリスマスに
ちなんだペンダントやキーホル
ダーを製作しました。

石原当代
（一般社団法人クラフト
ラボ）

受講料各
500円
材料費
1,000円

8名/8名/10名 主催

14
ヒンメリをつくって
おうちに飾ろう

12月19日(日) 子供達にものづくりをとおして、
その楽しさを知ってもらい、興
味・感心を高めてもらうことを目
的として、フィンランドの伝統的
な装飾品「ヒンメリ」を市販のス
トローを使って気軽に作製するﾜｰ
ｸｼｮｯﾌﾟを開催しました。

中江　彩華
（ふれあいセンター
スタッフ）

500円 8名/8名/10名 主催

15 認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座

1月26日,3月24
日

ご家庭や日常生活で認知症の方
の見守りや、支援を行うサポー
ターの基礎を学べる講座を行いま
した。

地域包括支援センタース
タッフ

無料 20/20/15名x2回 主催

16 レジンアート

3月27日(日) チョコレートやビスケットなどお
菓子の形をしたレジンアクセサ
リーを作る講座を開催しました。

中江彩華(歴史とスポーツ
ふれあいセンター)

1,000円
(材料費含
む)

12名/12名/20名 主催

17 春のお話フェスティバル

４月３日(土) 東部図書館自主事業への協力事業。
花みずきによるお話会を開催しまし
た。

花みずき 無料 15名/-/当日受付 協力

18

東部図書館主催事業
図書館をつかった調べ
る学習コンクール説明
会

7月22日（木/
祝）

東部図書館自主事業への協力事業。
図書館をつかった調べる学習コンクー
ルへの応募をめざし、海の生き物を主
題に、図書館の本を使用した調査の方
法を学ぶワークショップを開催しまし
た。

大東市立東部図書館
職員

無料 16名/-/当日受付 協力

19
東部図書館主催事業
こわいお話会

8月8日（日） 東部図書館自主事業への協力事業。
暗幕を貼り暗くした部屋で、怖いおは
なしばかりのおはなし会を開催しまし
た。

大東市立東部図書館
職員

無料 16名/-/当日受付 協力

20
天体観測☆星空散歩
IN 四条グラウンド

10月15日(金)
10月22日(金)

公民館との協力事業。
多目的室にて星空に関連するお話を聞
いたあと、グラウンドにて天体望遠鏡
を使って月のクレーターの観察を行っ
た。また、天体望遠鏡の仕組みや宇宙
の不思議についての解説などを行っ
た。

ほしの学校☆大阪 無料 27名/27名/25名
28名/28名/25名

協力

2
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21 北条幼稚園　お話会

11月4日(木) 東部図書館自主事業への協力事業。
北条幼稚園の園児を対象とした絵本の
読み聞かせを実施しました。

大東市立東部図書館ス
タッフ

無料 22名/-/- 協力

22
リサイクル展・鉄道ジ
オラマ展

11月23日(祝/
火)

東部図書館自主事業への協力事業。
除籍図書、除籍雑誌の譲渡会であるリ
サイクル展と、大阪産業大学鉄道研究
部によるプラレールと鉄道模型の展示
を行いました。

大東市立東部図書館
大阪産業大学鉄道研究部

無料 286名/-/当日受付 協力

3
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大東市立歴史とスポーツふあれあいセンター　指定管理者：株式会社アステム

１、人権研修

日程 場所 内容 出席者

令和3年
7月14日

大阪府立北河
内府民セン

ター

１階中会議室

【タイトル】
令和3年度人権教育地区別セミナー
【講師】大阪府教育庁 市町村教育室 地域教育振興課
社会教育グループ　　原田　哲

【内容】
人権啓発DVD「ほんとの空」の視聴。その後「私たちの＜意識＞を見直す」
「ネットによる人権侵害」各々のテーマごとにグループ分けして意見交流をおこ
なった。

町中 俊文

令和３年
10月28日

大阪府立生涯
学習センター

研修室

令和3年度人権教育地区別セミナー
【講師】大阪府教育庁 市町村教育室 地域教育振興課
社会教育グループ　　原田　哲

【内容】
人権啓発DVD「ほんとの空」の視聴。その後「私たちの＜意識＞を見直す」
「ネットによる人権侵害」各々のテーマごとにグループ分けして意見交流をおこ
なった。

山本 文彦
中江 彩華

令和３年
12月10日

大東市立総合
文化センター

大ホール

【タイトル】
市制施行65周年記念事業
人権週間記念のつどい　「古謝美佐子コンサート～平和への祈りをうちなーの唄
にのせて～」
【講師】
歌手　古謝美佐子、沖縄かりゆし会
【内容】
沖縄県在住で沖縄民謡歌手である講師が、歌を通じで平和の尊さや戦争の悲惨さ
を伝える。

大畑 博嗣

令和4年
1月12日

大東市立市民
会館401会議

室

【タイトル】
気づきからつながるあなたとわたし
～２０２１市民じんけん講座～インターネットと人権課題
【講師】
大阪大学人間科学研究科准教授　辻大介氏
【内容】
インターネットでの多々生じている人権侵害について、気をつけるべきポイント
等を紹介しながら、ともに考える。

町中 俊文

令和4年
1月19日

大東市立市民
会館401会議

室

【タイトル】
子どもの人権とヤングケアラー支援
【講師】
尼崎市こども青少年局こども青少年部こどもの人権擁護担当　内田扶喜子氏
【内容】
ヤングケアラー支援に携わる講師が、事例をふまえて問題点と支援方法を具体的
に紹介する。

山本 文彦
森井 綾乃

令和3年　会議報告及び各種研修報告一覧
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２、博物館研修

日程 場所 内容 出席者

令和4年
3月5日(土)

オンライン
開催

【タイトル】2021年度展示論講座「これからの展示コミュニケーション」
【主催】日本展示学会
【講師】可児光生氏（美濃加茂市民ミュージアム館長）、高木光太郎氏（青山学
院大学社会情報学研究科）、和久田優子氏（株式会社京都科学）、山下純氏（株
式会社丹青社）
【内容】「これからの展示コミュニケーション」をテーマに、リアルスペースで
の体験展示を牽引してきた方、コミュニケーション心理の研究者、徹底的に資料
を分析し複製する制作者、DX時代の新たな手法に挑戦している方など、多様な
コミュニケーションの在り方を探る機会として講座を開催。

森井 綾乃
森田 拓馬
鮫島 早葵

令和4年
3月6日(日)

オンライン
開催

【タイトル】2021年度展示論講座 ワークショップ「これからの展示コミュニ
ケーションを考える」
【主催】日本展示学会
【講師】小島潤子氏（青山学院大学）
【内容】講座内容を踏まえて、コロナ後の展示のかたちについて考える。

森井 綾乃
鮫島 早葵

令和4年
3月8日(火)

オンライン
開催

【タイトル】「コロナ禍と博物館の2年 資料の収集・展示をめぐる課題と展望」
【主催】早稲田大学演劇博物館
【講師】後藤隆基氏（早稲田大学演劇博物館）、五月女賢司氏（吹田市立博物
館）、持田誠氏（浦幌町立博物館）
【内容】初期段階からコロナ関連資料の収集や展示をおこなってきた博物館の取
り組みを通してこの2年をふり返り、資料の利活用、成果の公開・発信等につい
て学ぶ。

鮫島 早葵

令和4年
3月20日

(土)

オンライン
開催

【タイトル】「災害伝承ミュージアム・フォーラム 2022 ー災害語り継ぎの最
前線ー」
【主催】人と防災未来センター
【内容】全国で災害体験の「語り継ぎ」に取り組む災害伝承ミュージアムから
「語り継ぎ」の大切さについて学ぶ。

鮫島 早葵
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３、社会教育・生涯学習・青少年育成研修

日程 場所 内容 出席者

- - - -

４、インターネット研修

日程 場所 内容 出席者

令和4年
1月26日

ふれあい
センター
（遠隔研

修）

【タイトル】「デザイン研修」
【講師】株式会社アステム
【内容】IllustratorやIndesignといった、チラシや冊子作りをする際に必要な
Adobeソフトの使用方法と、デザインの方法について

森井 綾乃
鮫島 早葵

令和4年
3月8日

ふれあい
センター
（遠隔研

修）

【タイトル】「プライバシーマークについて」
【講師】阿部佳代　(株式会社アステム)
【内容】プライバシ―マークについて、どのような制度なのか、個人情報を適切
に取り扱っていることを消費者の皆さんに伝えていくと共にそこで働く人々は責
任の自覚をもって取組み必要があること。「個人情報」「プライバシー」につい
て違いや意味が異なること。情報の取り扱いなどを学習する。

町中 俊文
山本 文彦
森西 響

中江 彩華
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５、障がい者研修

日程 場所 内容 出席者

令和3年
12月6日

(月)

大東市立生涯
学習センター
アクロス
メディア研修
室

【タイトル】「知的な障害を理解するために」
【主催】株式会社アステム
【講師】大阪手をつなぐ育成会　左古久代
【内容】知的障がい者の障害の特性と、障害の特性に応じた対応方法について学
ぶ

町中 俊文
山本 文彦
森井 綾乃
鮫島 早葵

令和3年
12月9日

(木)

大東市立総合
文化センター
小ホール

【タイトル】「知的な障害を理解するために」
【主催】株式会社アステム
【講師】大阪手をつなぐ育成会　左古久代
【内容】知的障がい者の障害の特性と、障害の特性に応じた対応方法について学
ぶ

大畑 博嗣
森西 響

森田 拓馬

令和3年
1月26日
（水）

歴史とスポー
ツふれあいセ
ンター

【タイトル】認知症サポーター育成研修
【主催】株式会社　アステム
【講師】大東市地域包括センター職員　（作業療養士　三野一成氏）
【内容】認知症が「加齢による物忘れ」と「認知症の記憶障害」の違いや、脳の
働く部位によって、働きが異なる事や、認知症の方への基本姿勢、認知症の予
防、具体的な対応の仕方を、受講した。

森西　響
中江 彩華

令和3年
3月24日
（水）

歴史とスポー
ツふれあいセ
ンター

【タイトル】認知症サポーター育成研修
【主催】株式会社　アステム
【講師】大東市地域包括センター職員　（作業療養士　三野一成氏）
【内容】認知症が「加齢による物忘れ」と「認知症の記憶障害」の違いや、脳の
働く部位によって、働きが異なる事や、認知症の方への基本姿勢、認知症の予
防、具体的な対応の仕方を、受講した。

町中俊文
山本文彦
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６、接遇やマナー・マネジメントにかかわる研修

日程 場所 内容 出席者

令和3年
6月29日

(火)

生涯学習セ
ンター アク

ロス

【タイトル】指定管理部上期研修
　　　　　　「私たちの暮らしとSDGs“つながり”を体感する」
【講師】：SDGｓ 公認ファシリテーター 滝沢洋子
【内容】SDGｓ体験カードゲームを通して、ＳＤＧｓについての理解を深め普
段の自分の生活とどのように関わってくるかを学ぶ。

森西 響
中江 彩華
森井 綾乃
北村 美香

令和3年
７月8日

(木)

生涯学習セ
ンター アク

ロス

【タイトル】指定管理部上期研修
　　　　　　「私たちの暮らしとSDGs“つながり”を体感する」
【講師】：SDGｓ 公認ファシリテーター 滝沢洋子
【内容】SDGｓ体験カードゲームを通して、ＳＤＧｓについての理解を深め普
段の自分の生活とどのように関わってくるかを学ぶ。

町中 俊文
山本 文彦
大畑 博嗣
森田 拓馬
鮫島 早葵

令和3年
11月12日

(金)

歴史とスポー
ツふれあいセ
ンター

【タイトル】「クレーム対応の心構え」
【講師】藤信 明憲（指定管理部）
【内容】
　・お客様対応で気を付けることについて学ぶ
　・クレームがあった場合の対応について学ぶ

町中 俊文
山本 文彦
森西 響

中江 彩華

令和3年
12月6日

(月)

生涯学習セン
ター アクロス

【タイトル】「企画研修」
【講師】照屋 真弓（指定管理部）
【内容】事業企画の立案方法についての技術や手続きについて学ぶ

町中 俊文
山本 文彦
森井 綾乃
鮫島 早葵

令和3年
12月9日

(木)

生涯学習セン
ター アクロス

【タイトル】「企画研修」
【講師】照屋 真弓（指定管理部）
【内容】事業企画の立案方法についての技術や手続きについて学ぶ

大畑 博嗣
森西 響

森田 拓馬



令和３年度 大東市立歴史とスポーツふれあいセンター 

利用者アンケート 
 

平素は大東市立歴史とスポーツふれあいセンターをご利用いただき、誠にありがとうございます。利用者の視点に

立ったより良いサービスを提供できるよう、皆様のご意見をお聞かせください。 

お手数ではございますが、下記のアンケートにご協力のほど宜しくお願いいたします。 
 
 
 

ご自身のことについてお聞かせください。             ※該当するところに✔印をご記入ください。 
 

■年代 □20歳未満 □20歳代 □30歳代 □40歳代 □50歳代 □60歳代 □70歳以上 

■住所 □大東市内  □大東市外（     市） 
 
 

当館を利用することになった きっかけ を教えてください。     ※該当するところに✔印をご記入ください。 
 

■□口コミ □家族・知人の紹介 □団体・サークル・教室・チームでの活動 □その他の紹介（          ） 

■紙媒体 □広報誌「広報だいとう」 □学校からのチラシ配布 □その他の場所にあったチラシ（        ） 

■ネット □大東市のホームページ □当館のホームページ □その他のホームページ（             ） 

■ＳＮＳ □フェイスブック □ライン □ツイッター □インスタグラム □その他のＳＮＳ（         ） 
 
 

利用した感想について                      ※該当するところに✔印をご記入ください。 
 

■利用している目的 □ 歴史  □ 生涯学習（多目的室）  □ スポーツ  □ 図書館 
 

項目 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 わからない 

生涯学習・スポーツ施設 受付スタッフの対応・説明 □ □ □ □ □ □ 

歴史民俗資料館スタッフの対応・説明 □ □ □ □ □ □ 

清掃員の清掃 □ □ □ □ □ □ 

警備員の対応 □ □ □ □ □ □ 

施設の案内表示（各部屋・受付・トイレの場所など） □ □ □ □ □ □ 

歴史・生涯学習・スポーツのイベント内容 □ □ □ □ □ □ 

当館全体の総合評価 □ □ □ □ □ □ 
 

≪自由記入欄≫ 当館を利用した感想についてのご記入をお願いします。 

 

 

 
 

当施設の活動について 
 

項目 知っている 知らない 

歴史民俗資料館が展示室で展示をしていること □ □ 

歴史民俗資料館が歴史講座・講演会・見学会を開催していること □ □ 

歴史・スポーツの分野で市民ボランティアが活動をしていること □ □ 

施設主催でトップアスリートによるイベントを開催していること □ □ 

サッカー・バスケットの種目で１名から参加できる個人参加イベントを開催していること □ □ 

趣味や勉強、軽運動（体操等）で利用できる有料の多目的室を貸出していること □ □ 

施設が市民活動（サークル・教室・団体など）の参加者募集に協力していること □ □ 

フェイスブック・ラインで情報発信をしていること □ □ 
 

裏面のご記入もお願いします。 

 



 

設備・備品・サービスについて 

施設に「あると便利」「あると良い」と思う設備・備品・サービスを教えてください。 

 

 

 

 

 

 

イベントについて 

当館にどのようなイベントの開催を希望しているかを教えてください。 

≪歴史≫ 

 

 

 

 

 

≪生涯学習（趣味・教養・余暇活動）≫ 

 

 

 

 

 

≪スポーツ≫ 

 

 

 

 

 

イメージについて 

当館にどのようなイメージをお持ちですか。 

 

 

 

 

 
 

その他 

その他、ご意見ご要望などがあればご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。ご記入後は回収ボックスへの投函をお願いします。 
 

大東市立歴史とスポーツふれあいセンター 指定管理者：株式会社アステム 




















































